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今度会ったときは　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島・橋本　真佳
　「ブブン、ブンブン、ブーンッ。」
というバイクの大きな音がだんだん近づいてきた。そのバイクは、スーパーの駐車場に止めたぼくの家の車のとなりに止まった。バイクには、十代後半くらいの茶ぱつの男と女の人が二人乗りしていた。その男の人は、まゆ毛がほとんどなく、鼻とくちびるにピアスをしていた。すぐに、仲間の人たちが歩いてきて、五人くらいになった。中にはタトゥーをしている男の人もいた。
　ぼくは、ちらっと窓の外を見たけれど、こわくなって下にかくれてしまった。ぼくは、
「お母さん、まだ車からおりない方がいいよ。あの人たちがここからいなくなるまで、待っていようよ。」

と、引きとめた。

　「大丈夫だって。お母さん、急いでいるの。」

と言って、お母さんは車をおりようとしたけれど、ぼくがあまりにもこわがっているので、いっしょに待ってくれた。数分後、その人たちは、またバイクの大きな音を立てて出て行った。ぼくたちは、ホッとして車をおり、
スーパーに入った。

　ぼくは後で、「どうしてこわかったのだろう。」と考えた。ぼくは、「絶対に、あの人たちにからまれて、なぐられるにちがいない。もしかしたら、事件に発展するかもしれない。」と思ったのだ。

　ぼくは毎日のように、テレビで殺人や強とう、さぎ、放火などの事件を見かける。犯罪を犯す人には、あのバイクの人たちのように、不良の人が多いと思っている。
　今年の夏休み、ぼくの家に、千葉県からおじいちゃんのいとこのおじさんが来た。ぼくは、初めて会った。そのおじさんは、会社を定年退職した後、刑む所から出所した人たちに、しゅう職先を紹介するそしきを立ち上げたそうだ。おじさんは、
　「出所した人は、周りの人からさけられてしまうので、真面目にはたらきたくても、自分の力で仕事を見つけ、生活していくことはむずかしく、
　再犯をくり返す人もいるんだよ。」

と言っていた。だから、おじさんは、出所した人をやとってくれるところをぼ集し、しゅう職するときに手助けをしているそうだ。おじさんは、
　「出所した人をやとってくれる社長さんは、温かく見守り、がんばるとほめてくれる。出所した人は、ほめられた経験がない人が多いから、仕事にやりがいを見つけ、人生をやり直す人も、たくさんいるんだよ。」

と教えてくれた。

　ぼくは、この話を聞いたとき、スーパーのちゅう車場で見かけたバイク
の人たちをこわがっていた自分がはずかしくなった。あの人たちは、ぼく
に何もしていないのに、不良の人は、悪い人だと決めつけて、さけていた

のだ。
　ぼくは、友だちにやさしくできるいいところがあるけれど、きまりをや

ぶったり、うそをついたりする悪いところもある。先生や友だち、家族の

人に、「真佳君は、悪い子だから。」と思われ続けたら、本当に悪い子にな

ってしまうかもしれない。バイクの人たちだって同じだ。ぼくは、バイク
の人たちの外見しか見ていない。本当は、やさしくて、おもしろい人かも
しれない。

　ぼくはこれらの体験から、「だれだって、いいところと悪いところを持

っている。決めつけないこと。また、人は変わることができる。」という

ことが分かった。

　ぼくは、今度あのバイクの人たちに会ったら、かくれたりしないで、ふ

つうに行動しようと思う。もし、ぼくが大人になって、会社の社長さんに

なれたら、出所した人たちをやとって、仲よくはたらけるような心の広い

人になりたい。
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